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【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3472700297-00&ServiceCd=320&Type=search

自己評価作成日 令和6年10月31日 評価結果市町受理日 令和7年1月10日

季節を感じる生活を常に意識し、日々の食事は手作りで出来るだけ旬の食材を取り入れるよう工
夫しています。行事料理は特に力をいれ季節感はもとより、何の行事かがわかるような盛り付け
も心掛けています。料理以外でも、季節を感じるようなレクリエーションや作品作りを行ってお
ります。現在日勤帯では非常勤看護師が2名います。現場では主に看護師が皆様の体調面をしっ
かりとサポートし、何かあればすぐに運営母体の野村病院と連携しながらスムーズな対応をとる
ことができる体制をとっております。また介護士も院外での研修にも参加してスキルアップに励
み、実践へと繋げています。

毎食の食事は、3食手作りで提供、適宜、手作りおやつを作り、食の楽しみの充実を図ってい
る。併設病院を中心に同法人の系列事業所との連携を図り、6カ月毎の管理者との面談、法人内
のeラーニングなどを取り入れた研修体制を充実させ、職員のキャリアに応じた研修を実施して
いる。特に医療面に関して、協力医との連携、看護師の配置体制により、普段から健康管理を行
き届かせ、併設病院のリハビリ職員、管理栄養士の医療チームから助言を受ける体制を整えてい
る。地域との顔なじみの関係を深める目的で、地域行事の参加や法人活動として月1回認知症カ
フェ、年1回健康フェアを開催している。職員は、利用者に日頃から感謝の言葉を伝え、声掛け
の工夫をしながら共同で楽しく生活ができるようにしている。職員同士が話しやすい雰囲気を作
り、管理者は意見・要望を運営に活かしていく体制を築いている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和6年12月6日

医療法人みやうち法人名

事業所名

所在地

3472700297

廿日市市宮内字佐原田4207-4

（電話）0829-38-0793

グループホームひまわり

事業所番号
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

5 4

2 2

3

4 3

1 　

　

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

理念は玄関とリビングの見える場所に掲
示する事で意識している。開設当初の理
念及び4つの方針を掲げ毎朝の朝礼時に
唱和している。法人内のサービス向上委
員会で6カ月毎の標語を掲げている。毎
月の職員会議で1カ月間の振り返りを行
い、理念に沿った支援が出来ているか確
認している。

法人理念「地域との連携を密にしながら
…」をもとに、「笑顔で楽しく安心でき
る場所」をグループホームの理念にし、
地域の方々も安心して来やすい場所を心
掛けている。毎朝職員で唱和し意識を高
めるよう努めている。

自己
評価

外部
評価

1

運営推進会議では、市の担当者や地域の
民生委員さんも毎回ご参加頂いており、
情報を共有させて頂いている。ご家族様
にも、市町からの情報や取り組みをしっ
かりお伝えし、連携がとれていると、ご
家族様にも安心して頂いている。

運営推進会議に市担当者が毎回参加して
いる。市担当者との連携は法人本部又は
管理者がやり取りをしている。事故報告
書の提出、法改正など分からないことが
あればその都度相談している。市主催の
地域密着型連絡会議に参加し、事業所の
運営状況を報告する中、他事業所との取
り組み状況を参考にしている。

　

買い物やお散歩等入居者様と一緒に行き
地域の方々との出会いを大切にしてい
る。民生委員さんが地域の行事など教え
て下さり、今秋はお神輿がくる場所まで
行き地域の方々とのふれあいも出来た。
また法人活動として月1回認知症カ
フェ、年1回健康フェアを開催して地域
の方々との交流の場を設けている。

法人として、月1回認知症カフェや年1回
健康フェアを開催している。コロナ禍で
交流が難しい状況があったが、昨年度か
ら地域行事が再開され運営推進会議の参
加者から地域行事など案内があり、地域
の祭りなど参加している。恒例行事でも
ある秋祭りには、事業所目の前に神輿が
訪れ利用者と交流がある。

定期的に、市・地域包括支援センター・
民生委員・ご家族様（数名）にお越しい
ただき、法人関係者を含めて、活動状
況・入居者様及び職員の状況などを報告
している。また意見交換もさせて頂きな
がら、色々な情報を共有させて頂いる。
皆様からのアドバイスも頂きながら、改
善・向上に取り組んでいる。

参加者に事業所の取り組み状況が分かり
やすいように2カ月分の活動状況を写真
で報告している。内容は、活動状況・利
用者状況・身体拘束・事故報告など報告
し、参加者との建設的な意見交換、情報
交換が行われている。参加者から地域情
報、意見を得られ、新たなボランティア
の訪問が実現している。

 

認知症カフェなどで、グループホームと
はどんなものなのか。またどういった活
動をしているのか等のお話をさせて頂い
ている。またホームでも、随時入所相談
や認知症に対する相談なども受けてい
る。見学に来られ、申し込みをされる方
も多くおられる。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。
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6
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法人内研修やホームでの勉強会により、
法律はもとより人としての尊厳を守る
為、身体拘束をしないケアの実践を継続
している。玄関の施錠はしない、ベッド
を柵で囲まない等、様々な部分でその人
らしく生活出来るよう努めている。その
代わり見守りが重要になる為、意識を常
に入居者様に向けてケアをしている。

身体拘束をしない方針で取り組んでい
る。定期的な勉強会、eラーニングによ
る研修を実施している。毎月の法人会議
で他事業所の取り組み状況を参考にして
いる。日頃のケアで気になる事柄があれ
ば毎月の職員会議で話し合い検証しなが
ら支援の見直しをしている。年1回職員
のストレスチェックを実施している。

　

身体拘束同様、定期的に法人内の研修や
ホームでの勉強会をおこない、どんな理
由があれど虐待は許されないことへの理
解を深めるよう努めている。また隠し事
なく気になる事はどんな事でも共有出来
るような雰囲気づくりに努めている。

現在制度を利用されている方がお一人お
られる。定期的にかけはしの方に訪問し
て頂き、情報共有をさせて頂いている。
制度について、携わっている職員とそう
でない職員とで理解の差がみられると思
う。今後、制度について全職員で学ぶ機
会をつくり、理解を深めていく必要があ
る。

契約時、約款のご説明を丁寧に分かりや
すくおこない、ホームでの生活・支援・
医療面などもお伝えしている。金銭面も
何がどれくらい必要か細かくお伝えして
いる。勿論ご家族様の不安や疑問にもお
答えし、色々な面で安心して頂けるよう
に努めている。

ホーム内にも法人内にもご意見箱を設置
している。また毎年法人内でご家族様全
員にアンケートをお配りし、ご意見や改
善点をお聞かせ頂いている。それらを職
員間で話し合い改善向上に努めている。
運営推進会議などで報告をおこない、
メールやお手紙などでもご意見が頂ける
ようにしている。

家族からの意見が反映しやすいように年
1回法人から家族アンケートを実施し、
それらの意見・要望を受け止め、できる
限りの対応を取り組んでいる。毎月担当
職員からの近況報告を送付し、身近な出
来事を知らせている。本人と家族の今ま
での関係性から提案し、本人と家族が一
緒に居室で食事をした経緯がある。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

11 7
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12

定期的にホーム長会議をおこない、他の
グループホームとの情報交換をおこな
い、質の向上に努めている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

生まれ育って今日までの環境と状況の流
れをご本人様含めご家族様からお聞きす
る。それを踏まえて、喜びを感じるもの
は何か、また問題点は何かを紐解いてい
き、安心へと導けるケアプランを作成し
ている。

 

定期的に職員会議などを設け、問題点・
改善点を話し合っている。また、改善し
て良くなった点を報告し、全員に周知し
て日々の活動に活かしている。人事考課
を通じて個人面談をおこない、意見要望
を聞いている。

毎月の職員会議で個々の利用者の話し合
いを行い個別支援の充実を図っている。
永年勤続表彰や資格取得斡旋など福利厚
生の充実、日頃から話しやすい職場環境
の充実に努めている。半年毎の管理者と
の個別面談を実施し、進捗状況、助言を
受ける体制により職員がスキルアップで
きる管理体制を整えている。

半年に1回、人事考課をおこなってお
り、個々の努力や実積を反映できるよう
にしている。その際、面談もおこない、
良い点改善点を話している。職員の要望
や悩みもしっかり聞き、適切な助言を
し、職員が協力し合い心にゆとりある職
場環境づくりに努めている。

法人内の研修は毎月実施され、職員全員
参加しており、外部からの研修にも参加
できる機会を設けている。また、実践者
研修やリーダー研修などにも毎年一人は
参加してもらい、知識や指導力を身に着
けて職場で活かしてもらえるよう取り組
んでいる。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

どんな事が出来るかしっかり把握し、日
常生活のお手伝い（洗濯たたみ、裁縫、
味見、植物やメダカのお世話等々）を一
緒におこない、時に入居者様のお知恵を
頂いている。お互い協力し楽しみながら
役割をもって頂いている。

ご本人・ご家族様との対話の場を設け、
まずは優先すべきサービスを探し出して
いく。暫定プランを作成し、状況変化と
ともに改善していき、より良いサービス
に努めている。

訪問時や面接時に、ご本人やご家族様へ
色々な角度から不安や問題点をお聞き
し、適切な助言ができるよう心掛けてい
る。また安心した生活を送って頂くよう
ホームでの生活環境を見学して頂く。

16

17

20 8

18

19

面会時や定期プラン作成時に、意見交換
や日々の状況をお伝えしている。プラン
作成はご家族の要望も取り入れる。また
ちょっとした行動の変化や体調面なども
その都度連絡し、対応内容を伝えてい
る。良い変化も必ずお伝えし、毎月写真
付きお手紙も定期受診内容を添えてお送
りさせて頂いている。

以前より、面会規制がかなり緩和されて
きた。ご友人や知人が面会にご遠慮なく
お越し頂けるよう、家人にもお伝えし、
情報を伝えてもらう協力をお願いしてい
る。現在、面会でお友達が来られること
が増えてきている。

独自のシート『利用検討書』を活用し、
生活歴など把握するようにしている。以
前の関係性が途切れないように家族の承
諾を得て、友人や知人が継続的に面会に
来ている。『自宅に帰りたい』などあれ
ば、家族の協力を得て実現出来るように
している。年賀状や暑中見舞いの際は家
族宛てに書いている。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

21

24

25

23 9

ご利用者様同士の相性も踏まえ、席位置
など含めた環境作りをしている。一緒に
楽しみ協力できるお手伝いやレクリエー
ションに工夫をおこなっている。意思疎
通が難しい方には、職員が間に入りしっ
かり声かけし、皆様の輪に入り楽しみを
感じて頂けるよう努めている。

退居される際、今後も相談事あれば協力
させていただく事をお伝えしている。ま
れに、ご連絡を頂き相談を受けている。
その都度、適切な助言をおこなってい
る。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

言動や表情などを観察し、また重度化が
進み本人の思いを伝える事が難しい方
は、細かい表情に気を付けご本人の気持
ちを紐解いている。またご本人ご家族と
一緒にカンファレンスをおこない、今ま
での生活歴を参考にしながら、その人ら
しい生活になるよう努めている。

日頃の関り、普段の会話など些細な事柄
を共有している。自分の思いを伝える事
が難しい方は、表情やうなづきなどで受
け止め、職員は日頃の小さな変化に気づ
くようにしている。生活歴、職歴を把握
し、本人の手を見て、以前は畑仕事をし
て過ごされた事を想像し、その人らしい
生活に近づけるように努めている。

　

情報提供書（フェイスシート）などで情
報を得たり、日々の細かい内容をご家族
様とお話をして把握している。そこで得
た内容を記録し、職員がいつでも見れる
ようにしている。

日々の観察をおこない、変化があればタ
ブレットに入力して記録を残し、課題と
なるものがみえたらすぐカンファレンス
をおこない、その結果を職員全員が把握
し周知できるように努めている。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

26 10

28

29

27

30 11

　

日々の状態を観察し、情報交換を行って
いる。3か月ごとのケアカンファレンス
では、ご本人ご家族様の思いも介護計画
に反映させている。勿論状態変化があれ
ば3か月に関係なく計画を見直してい
る。またリハビリ専門職と連携し、リハ
ビリ計画書を作成し、生活機能向上にも
努めている。

3カ月毎のモニタリングを実施してい
る。利用者の担当職員と計画作成者がア
セスメントを実施している。母体病院の
リハビリ専門職と連携し、医療チームか
らの助言が反映された介護計画を作成し
ている。本人の意見を尊重し、出来るこ
と、本人の力を少しでも発揮できる計画
作成をしている。

日々のケアは個々のケアプランに沿って
実践している。様子の変化などは細かく
タブレットに入力して職員で共有してい
る。変化によってプランを見直し、それ
に沿った支援が出来る様に努めている。

その状態に応じて必要ならば医師・リハ
ビリ・栄養士などと連携を図り、適切な
アドバイスを頂き支援をおこなってい
る。

地域のボランティアにお越し頂き演奏会
や踊りなどを披露して頂く等交流をおこ
なっている。先日、お祭り神輿の情報を
民生委員さんが教えて下さり、神輿を鑑
賞出来る場所までお連れし、地域の方々
とのふれあいを楽しんでいただいた。

入居者様全員併設病院をかかりつけ医と
されており、毎月の定期受診や体調変化
があれば受診へお連れしている。他の病
院の受診が必要な時は、ご家族の意向に
沿いながら他病院と連携をとり、迅速に
対応している。夜間救急搬送時も、ご家
族が間に合わない場合は職員が付き添っ
ている。

以前のかかりつけ医を継続できるが、併
設病院の医療連携が整っていることもあ
り、利用者全員が事業所の協力医を選択
している。看護職員を配置し、適切な処
置、初期対応がスムーズに行われてい
る。他科の受診は家族へ医療情報を伝
え、家族の協力を得て受診している。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

31

34

32

33 12

併設病院入院の場合、相談員含め病院職
員と密に連携をとっている。他病院入院
時もその病院の相談員と連携をとり、情
報交換をしている。またご家族にも安心
して頂けるようこまめな報告をさせて頂
いている。ご家族の要望があれば柔軟に
対応している。

日々入居者の行動や表情に気を付け、状
態変化を感じたら看護師に報告相談し、
必要あれば受診出来るよう支援してい
る。

入居時に看取りについての説明もさせて
頂き、同意を頂いている。定期的にご家
族様のお気持ちの変化を含め、再確認を
させて頂いている。終末期にはご家族と
可能であればご本人の意向を確認し、医
師と連携をとりながら不安なく穏やかに
過ごして頂けるよう支援にあたってい
る。

看取りの経験もあり、希望があれば看取
りをする方針である。『看取りに関する
指針』で説明し、確認をしている。看取
りの時期になれば、家族の意向を確認
し、主治医を交えて方針を決めている。
医療ニーズが高い方など対応が難しい場
合は病院での対応としている。希望があ
れば面会の制限がなく対応している。

　

緊急時対応マニュアルに沿って対応して
いる。また、勉強会などを開催し、その
中でシュミレーションもおこなってい
る。

定期的に様々な状況を想定して避難訓練
を実施しており、年に2回は消防署に実
施報告をしている。防火管理者は行政が
おこなう防災士の研修に参加し、災害時
の現状と課題を学んでいる。また、備蓄
品も充分確保している。

夜間想定を含む利用者が参加しての訓
練、年1回の法人全体での水害訓練時は
垂直避難訓練を実施している。有事の際
は法人全体での協力体制、初動行動が確
立している。備蓄に関しては、約3日分
準備している。併設病院が地域の避難場
所として協定を結んでいる。

　35 13
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

36 14

37

40 15

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

その人に合った言葉がけをおこなってい
る。特に排泄時などは羞恥心を伴うもの
なので、尊厳を傷つけない様、言葉がけ
は細心の注意を払っている。

利用者は経験豊かな人生の先輩と捉え、
常に利用者から学ぶ姿勢で親しみやすい
言葉で話すようにしている。利用者の状
況に応じて、はい・いいえで答えられる
ように自己決定できるように支援してい
る。編み物ができた時や手伝ってもらっ
た時など、利用者に日頃から感謝の言葉
を伝えている。

　

入居者様が希望や要望を伝えやすいよう
に様子を見ながら声掛けをし、言いやす
い雰囲気を作るよう心掛けている。状態
によっては、はい・いいえで答えられる
ような問いかけをする等、選択できるよ
うな働きかけをしている。また、歩きた
いが歩行不安定な方に対しては、一緒に
歩く等の支援をしている。

外に出ようとされる時は、止めるのでは
なく一緒に周辺を散歩したり、時に外の
ベンチでお話を傾聴したり、本人の希望
に沿えるよう支援している。

起床時に出来る方は、ブラシで髪を整え
ていただいたり、もしくはお手伝いさせ
て頂いている。衣類なども、可能な方に
はご本人に着たい服を選んで頂いてい
る。行事やお出かけの時は、ご希望に
そって紅をさして頂くよう支援してい
る。

3食手作りを心掛け、栄養バランス・盛
り付け・色合いなども工夫している。時
に、ご希望の食べ物をお聞きして作って
いる。行事食は見た目も豪華にして喜び
を感じて頂いている。また、ホームの農
園で皆さんで育て収穫し、調理するまで
の作業を一緒におこない、食の楽しみを
味わって頂いている。

3食手作りの食事提供をしている。毎
日、冷蔵庫の食材を確認し、なるべく旬
の食材を食べられるように食材の買い出
しをしている。父の日、母の日は個々の
リクエストに応えている。地域の農家か
ら旬の野菜や果物が食卓に並ぶ事があ
る。メニュー表を参考に3カ月毎に併設
病院の管理栄養士からアドバイスを受け
る体制を整えている。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

41

17

42

44

43 16

45

普通食、一口サイズ・刻み食や等、その
方に合った形態でお出ししている。ま
た、併設施設の管理栄養士に食事内容を
伝え、アドバイスを頂いている。水分摂
取もこまめにおこなっている。その方の
状態によっては、毎日水分摂取量を記録
している。

毎食後、ご自身で磨ける方には磨いてい
ただくが、必ず仕上げ磨きをさせて頂い
ている。出来ない方もしっか声掛けしな
がら口腔介助を行っている。口腔内に問
題点がないか、必ず全員確認させて頂い
ている。うがいが出来ない方は、ガーゼ
等で口腔内を拭きとっている。

その方のパターンを周知し、適時トイレ
へお連れし、介助または見守りをおこ
なっている。少し落ち着かず動かれる方
がいたら、トイレの声掛けをおこなって
お連れすると、排泄後落ち着かれること
がよくある。現在バルーンカテーテルの
方が2名入居されている。

本人がトイレに行きたい気持ちを受け止
め、トイレに座ることを基本とした支援
により、座位が不安定な方は2人体制で
支援している。健康チェックとして、尿
量、色、混濁が無いか確認している。本
人の生活習慣に応じて居室内にポータブ
ルトイレを設置している。

　

個々の排便パターンを把握し、医師と相
談しながら必要な方には下剤で調整をし
ている。出来る限り自然排便が望ましい
ので、水分不足にならないよう、また食
事も油物を控えるなどしている。個々の
リハビリ運動もおこない、身体機能は勿
論だが、腸内の活性化も図るよう努めて
いる。

　

基本は2～3日に1回入浴をして頂くが、
個々の希望に沿うようにしている。入浴
が難しい場合は無理はせず、快く入って
頂くタイミングに合わせて入浴して頂い
ている。ホームには一般浴槽しかない
為、重度化して浴槽に入れなくなった場
合にはシャワー浴になるが、併設病院の
機械浴を利用させてもらう事もある。

週2～3回入浴をしている。入浴を断られ
る場合は無理はせず、本人のタイミング
に合わせて入浴している。重度化により
湯船に浸かる事が難しい場合は、希望が
あれば併設病院の機械浴を利用してい
る。適宜、柚子湯や入浴剤など活用して
いる。入浴後は乳製品や清涼飲料水で水
分補給をしている。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

18

50

47

46

48

49

その方に合わせた時間に休んで頂き、一
人ひとり生活のペースを大切にしてい
る。意思疎通が難しい方については、離
床時間の長さを考えたり表情をキャッチ
するなどして適時お休みしていただいて
いる。

Ｗチェックをおこない誤薬がないよう、
声出し指差し確認をおこなっている。ま
た、どんな薬を飲まれているかの表もあ
り、薬が変わった時は、必ず記録に残し
て職員が周知出来る様にしている。

フェイスシートなどで生活歴を把握し、
また、会話の中から聞き取ったり、ご家
族から情報を得たりしている。それをも
とにして、力に応じた支援をおこなって
いる。また、ご本人が喜ばれる物を取り
入れている。

その方の気持ちと体調に合わせた外出を
おこなっている。心地よい季節には、
色々なところにドライブに出かけたりも
している。小瀬川で景色を眺めながら川
魚やうどんを食べるのも楽しみの一つと
なっている。長時間の外出が難しい方
は、宮島サービスエリアが丁度良く、時
に時間を合わせてご家族が来られる事も
ある。

初詣や県立美術館への個展に鑑賞、近隣
のサービスエリア、公園など外出してい
る。桜の開花に合わせて敷地内で手作り
お花見ランチを行っている。『コーヒー
が飲みたい』と意向があればコーヒー
チェーン店に職員の付き添いにて外出を
している。予めの外出計画はあるが職員
体制が整えば外出している。

　

ご本人が所持できる方は、お金をご家族
様からお預かりしてご本人に管理しても
らっている。外出した時や施設内の自販
機などで使われている。スーパーやコン
ビニへ出かける事もあり、自身でお店で
支払いをするのもとても喜ばれている。
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項　　目（　　グループホーム1階　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

55

52 19

53

54 20

51

ホールには食卓があったり、テレビ前に
はソファー、畳スペースもある。各々が
自由にくつろぐ場所を選んで過ごされて
いる。2階には廊下の窓際にソファーを
置いており、室内から外を眺めながらお
茶を楽しまれている方もいる。

毎年年賀状や暑中見舞いをご家族様宛に
書いてもらっている。書けない方も、何
かしらの筆跡を取り入れたり、お話され
たことを代筆させて頂いている。携帯電
話をお持ちの方はご自分で管理され、ご
家族と連絡を自由に取り合って頂いてい
る。

　

定時全室換気をおこない、湿度室温を
チェックしている。各部屋のドアやホー
ルなどには、季節の飾りつけをおこな
い、四季を感じて頂く工夫をしている。
日照が良い日は室内が眩しくならないよ
う、ロールスクリーン（ロールカーテ
ン）で調整している。

臭いや感染症対策で換気に留意し、利用
者の健康管理に努めている。歩行がしや
すく、車いすが離合しやすいようにテー
ブルやソファーなどレイアウトを工夫し
ている。各居室やリビングなどに季節の
飾りつけをしている。リビングからは外
を眺める事ができ、静かでゆったりとし
た空間である。

　

入居時、家具や飾りやお布団など、使い
慣れ愛着のあるものを持ってきて頂くよ
うお願いしている。自宅の時と変わらな
いものを見たり使ったりして生活をする
ことで、環境の変化を和らげることが出
来ている。

使い慣れた品物、家族写真など生活習慣
に配慮し、安心して過ごして頂けるよう
に工夫している。利用開始前の居室環境
を参考に、本人と家族と相談しながら生
活スタイルに応じて、家具の位置などレ
イアウトを工夫している。収納ケースに
は収納し易いようにラベリング（物に名
前を付け、詳しく説明すること）を貼っ
ている。

全面バリアフリーで、お手洗い・浴室・
手すりなど、計算された高さとスペース
で取り付けている。洗面台の下は車椅子
でも使えるようスペースがあり、使用し
やすくなっている。自室やトイレなどは
目線に合わせて表示をしている。歩行の
妨げになる物は置かないよう徹底してい
る。
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○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（　　グループホーム1階　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが



○

○

○

○

○

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

65



項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

4 3

定期的に、市・地域包括・民生委員・ご
家族様（数名）にお越しいただき、法人
関係者を含めて、活動状況・入居者様及
び職員の状況などを報告している。また
意見交換もさせて頂きながら、色々な情
報を共有させて頂いる。皆様からのアド
バイスも頂きながら、改善・向上に取り
組んでいる。

5 4

運営推進会議では、市の担当者や地域の
民生委員さんも毎回ご参加頂いており、
情報を共有させて頂いている。ご家族様
にも、市町からの情報や取り組みをしっ
かりお伝えし、連携がとれていると、ご
家族様にも安心して頂いている。

2 2

買い物やお散歩等入居者様と一緒に行き
地域の方々との出会いを大切にしてい
る。民生委員さんが地域の行事など教え
て下さり、今秋はお神輿がくる場所まで
行き地域の方々とのふれあいも出来た。
また法人活動として月1回認知症カ
フェ、年1回健康フェアを開催して地域
の方々との交流の場を設けている。

3

認知症カフェなどで、グループホームと
はどんなものなのか。またどういった活
動をしているのか等のお話をさせて頂い
ている。またホームでも、随時入所相談
や認知症に対する相談なども受けてい
る。見学に来られ、申し込みをされる方
も多くおられる。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

法人理念「地域との連携を密にしながら
…」をもとに、「笑顔で楽しく安心でき
る場所」をグループホームの理念にし、
地域の方々も安心して来やすい場所を心
掛けていru。毎朝職員で唱和し意識を高
めるよう努めている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

10 6

ホーム内にも法人内にもご意見箱を設置
している。また毎年法人内でご家族様全
員にアンケートをお配りし、ご意見や改
善点をお聞かせ頂いている。それらを職
員間で話し合い改善向上に努めている。
運営推進会議などで報告をおこない、
メールやお手紙などでもご意見が頂ける
ようにしている。

8

現在制度を利用されている方がお一人お
られる。定期的にかけはしの方に訪問し
て頂き、情報共有をさせて頂いている。
制度について、携わっている職員とそう
でない職員とで理解の差がみられると思
う。今後、制度について全職員で学ぶ機
会をつくり、理解を深めていく必要があ
る。

9

契約時、約款のご説明を丁寧に分かりや
すくおこない、ホームでの生活・支援・
医療面などもお伝えしている。金銭面も
何がどれくらい必要か細かくお伝えして
いる。勿論ご家族様の不安や疑問にもお
答えし、色々な面で安心して頂けるよう
に努めている。

6 5

法人内研修やホームでの勉強会により、
法律はもとより人としての尊厳を守る
為、身体拘束をしないケアの実践を継続
している。玄関の施錠はしない、ベッド
を柵で囲まない等、様々な部分でその人
らしく生活出来るよう努めている。その
代わり見守りが重要になる為、意識を常
に入居者様に向けてケアをしている。

7

身体拘束同様、定期的に法人内の研修や
ホームでの勉強会をおこない、どんな理
由があれど虐待は許されないことへの理
解を深めるよう努めている。また隠し事
なく気になる事はどんな事でも共有出来
るような雰囲気づくりに努めている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

15

生まれ育って今日までの環境と状況の流
れをご本人様含めご家族様からお聞きす
る。それを踏まえて、喜びを感じる者は
何か、また問題点は何かを紐解いてい
き、安心へと導けるケアプランを作成し
ている。

14
定期的にホーム長会議をおこない、他の
グループホームとの情報交換をおこな
い、質の向上に努めている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

半年に1回、人事考課おこなっており、
個々の努力や実積を反映できるようにし
ている。その際、面談もおこない、良い
点改善点を話している。職員の要望や悩
みもしっかり聞き、適切な助言をし、職
員が協力し合い心にゆとりある職場環境
つくりに努めている。

13

法人内の研修は毎月実施され、職員全員
参加しており、外部からの研修にも参加
できる機会を設けている。また、実践者
研修やリーダー研修などにも毎年一人は
参加してもらい、知識や指導力を身に着
けて職場で活かしてもらえるよう取り組
んでいる。

11 7

定期的に職員会議などを設け、問題点・
改善点を話し合っている。また、改善し
て良くなった点を報告し、全員に周知し
て日々の活動に活かしている。人事考課
を通じて個人面談をおこない、意見要望
を聞いている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

19

面会時や定期プラン作成時に、意見交換
や日々の状況をお伝えしている。プラン
作成はご家族の要望も取り入れる。また
ちょっとした行動の変化や体調面なども
その都度連絡し、対応内容を伝えてい
る。良い変化も必ずお伝えし、毎月写真
付きお手紙も定期受診内容を添えてお送
りさせて頂いている。

20 8

以前より、面会規制がかなり緩和されて
きた。ご友人や知人が面会にご遠慮なく
お越し頂けるよう、家人にもお伝えし、
情報を伝えてもらう協力をお願いしてい
る。現在、面会でお友達が来られること
が増えてきている。

17

ご本人・ご家族様との対話の場を設け、
まずは優先すべきサービスを探し出して
いく。暫定プランを作成し、状況変化と
ともに改善していき、より良いサービス
に努めている。

18

どんな事が出来るかしっかり把握し、日
常生活のお手伝い（洗濯たたみ、裁縫、
味見、植物やメダカのお世話等々）を一
緒におこない、時に入居者様のお知恵を
頂く。お互い協力し楽しみながら役割を
もって頂いている。

16

訪問時や面接時に、ご本人やご家族様へ
色々な角度から不安や問題点をお聞き
し、適切な助言ができるよう心掛けてい
る。また安心した生活を送って頂くよう
ホームでの生活環境を見学して頂く。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

24

情報提供書（フェイスシート）などで情
報を得たり、日々の細かい内容をご家族
様とお話をして把握している。そこで得
た内容を記録し、職員がいつでも見れる
ようにしている。

25

日々の観察をおこない、変化があればタ
ブレットに入力して記録を残し、課題と
なるものがみえたらすぐカンファレンス
をおこない、その結果を職員全員が把握
し周知できるように努めている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

言動や表情などを観察し、また重度化が
進み意思が言えない方についても、細か
い表情に気を付けご本人の気持ちを紐解
いている。またご本人ご家族と一緒にカ
ンファレンスをおこない、今までの生活
歴を参考にしながら、その人らしい生活
になるよう努めている。

21

ご利用者様同士の相性も踏まえ、席位置
など含めた環境作りをしている。一緒に
楽しみ協力できるお手伝いやレクリエー
ションに工夫をおこなう。意思疎通が難
しい方には、職員が間に入りしっかり声
かけし、皆様の輪に入り楽しみを感じて
頂けるよう努めている。

22

退居される際、今後も相談事あれば協力
させていただく事をお伝えしている。ま
れに、ご連絡を頂き相談を受けている。
その都度、適切な助言をおこなってい
る。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

30 11

入居者様全員併設病院をかかりつけ医と
されており、毎月の定期受診や体調変化
があれば受診へお連れしている。他の病
院の受診が必要な時は、ご家族の意向に
沿いながら他病院と連携をとり、迅速に
対応している。夜間救急搬送時も、ご家
族が間に合わない場合は職員が付き添っ
ている。

28

その状態に応じて必要ならば医師・リハ
ビリ・栄養士などと連携を図り、適切な
アドバイスを頂き支援をおこなってい
る。

29

地域のボランティアにお越し頂き演奏会
や踊りなどを披露して頂く等交流をおこ
なっている。先日、お祭り神輿の情報を
民生委員さんが教えて下さり、神輿を鑑
賞出来る場所までお連れし、地域の方々
とのふれあいを楽しんでいただいた。

26 10

日々の状態を観察し、情報交換を行って
いる。3か月ごとのケアカンファレンス
では、ご本人ご家族様の思いも介護計画
に反映させている。勿論状態変化があれ
ば3か月に関係なく計画を見直してい
る。またリハビリ専門職と連携し、リハ
ビリ計画書を作成し、生活機能向上にも
努めている。

27

日々のケアは個々のケアプランに沿って
実践している。様子の変化などは細かく
タブレットに入力して職員で共有してい
る。変化によってプランを見直し、それ
に沿った支援が出来る様に努めている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

34

緊急時対応マニュアルに沿って対応して
いる。また、勉強会などを開催し、その
中でシュミレーションもおこなってい
る。

35 13

定期的に様々な状況を想定して避難訓練
を実施しており、年に2回は消防署に実
施報告をしている。防火管理者は行政が
おこなう防災士の研修に参加し、災害時
の現状と課題を学んでいる。また、備蓄
品も充分確保している。

32

併設病院入院の場合、相談員含め病院職
員と密に連携をとっている。他病院入院
時もその病院の相談員と連携をとり、情
報交換をしている。またご家族にも安心
して頂けるようこまめな報告をさせて頂
いている。ご家族の要望があれば柔軟に
対応している。

33 12

入居時に看取りについての説明もさせて
頂き、同意を頂いている。定期的にご家
族様のお気持ちの変化を含め、再確認を
させて頂いている。終末期にはご家族と
可能であればご本人の意向を確認し、医
師と連携をとりながら不安なく穏やかに
過ごして頂けるよう支援にあたってい
る。

31

日々入居者の行動や表情に気を付け、状
態変化を感じたら看護師に報告相談し、
必要あれば受診出来るよう支援してい
る。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

39

起床時に出来る方は、ブラシで髪を整え
ていただいたり、もしくはお手伝いさせ
て頂く。衣類なども、可能な方にはご本
人に着たい服を選んで頂いている。行事
やお出かけの時は、ご希望にそって紅を
さして頂くよう支援している。

40 15

3食手作りを心掛け、栄養バランス・盛
り付け・色合いなども工夫している。時
に、ご希望の食べ物をお聞きして作って
いる。行事食は見た目も豪華にして喜び
を感じて頂いている。また、ホームの農
園で皆さんで育て収穫し、調理するまで
の作業を一緒におこない、食の楽しみを
味わって頂いている。

37

入居者様が希望や要望を伝えやすいよう
に様子を見ながら声掛けをし、言いやす
い雰囲気を作るよう心掛けている。状態
によっては、はい・いいえで答えられる
ような問いかけをする等、選択できるよ
うな働きかけをしている。また、歩きた
いが歩行不安定な方に対しては、一緒に
歩く等の支援をしている。

38

外に出ようとされる時は、止めるのでは
なく一緒に周辺を散歩したり、時に外の
ベンチでお話を傾聴したり、本人の希望
に沿えるよう支援している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

その人に合った言葉がけをおこなってい
る。特に排泄時などは羞恥心を伴うもの
なので、尊厳を傷つけない様、言葉がけ
は細心の注意を払っている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

45 17

基本は２～3日に1回入浴をして頂くが、
個々の希望に沿うようにしている。拒否
があれば無理はせず、快く入って頂くタ
イミングに合わせて入浴して頂く。ホー
ムには一般浴槽しかない為、重度化して
浴槽に入れなくなった場合にはシャワー
浴になるが、併設病院協力のもと、病院
の機械浴を利用させてもらう事もある。

43 16

その方のパターンを周知し、適時トイレ
へお連れし、介助または見守りをおこ
なっている。少し落ち着かず動かれる方
がいたら、トイレの声掛けをおこなって
お連れすると、排泄後落ち着かれること
がよくある。現在バルーンの方が2名入
居されている。

44

個々の排便パターンを把握し、医師と相
談しながら必要方には下剤で調整をして
いる。出来る限り自然排便が望ましいの
で、水分不足にならないよう、また食事
も油物を控えるなどしている。個々のリ
ハビリ運動もおこない、身体機能は勿論
だが、腸内の活性化も図るよう努めてい
る。

41

普通食、一口サイズ・刻み食や等、その
方に合った形態でお出ししている。ま
た、併設施設の管理栄養士に食事内容を
伝え、アドバイスを頂いている。水分摂
取もこまめにおこなっている。その方の
状態によっては、毎日水分摂取量を記録
している。

42

毎食後、ご自身で磨ける方には磨いてい
ただくが、必ず仕上げ磨きをさせて頂
く。出来ない方もしっか声掛けしながら
口腔介助を行っている。口腔内に問題点
がないか、必ず全員確認させて頂いてい
る。うがいが出来ない方は、ガーゼ等で
口腔内を拭きとっている。
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項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

49 18

その方の気持ちと体調に合わせた外出を
おこなっている。心地よい季節には、
色々なところにドライブ出かけたりもし
ている。小瀬川で景色を眺めながら川魚
やうどんを食べるのも楽しみの一つと
なっている。長時間の外出が難しい方
は、宮島ＳＡが丁度良く、時に時間を合
わせてご家族が来られる事もあった。

50

ご本人が所持できる方は、お金をご家族
様からお預かりしてご本人に管理しても
らっている。外出した時や施設内の自販
機などで使われている。スーパーやコン
ビニへ出かける事もあり、自身でお店で
支払いをするのもとても喜ばれる。

47

Ｗチェックをおこない誤薬がないよう、
声出し指差し確認をおこなう。また、ど
んな薬を飲まれているかの表もあり、薬
が変わった時は、必ず記録に残して職員
が周知出来る様にしている。

48

フェイスシートなどで生活歴を把握し、
また、会話の中から聞き取ったり、ご家
族から情報を得たりしている。それをも
とにして、力に応じた支援をおこなって
いる。また、ご本人が喜ばれる物を取り
入れている。

46

その方に合わせた時間に休んで頂き、ひ
とりひとり生活のペースを大切にしてい
る。意思疎通が難しい方については、離
床時間の長さを考えたり表情をキャッチ
するなどして適時お休みしていただいて
いる。

24 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　グループホーム2階　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

55

全面バリアフリーで、お手洗い・浴室・
手すりなど、計算された高さとスペース
で取り付けている。洗面台の下は車椅子
でも使えるようスペースがあり、使用し
やすくなっている。自室やトイレなどは
目線に合わせて表示をしている。歩行の
妨げになる物は置かないよう徹底してい
る。

53

ホールには食卓があったり、テレビ前に
はソファー、畳スペースもある。各々が
自由にくつろぐ場所を選んで過ごされ
る。2階には廊下の窓際にソファーを置
いており、室内から外を眺めながらお茶
を楽しまれている方もいる。

54 20

入居時、家具や飾りやお布団など、使い
慣れ愛着のあるものを持ってきて頂くよ
うお願いしている。自宅の時と変わらな
いもの見たり使ったりして生活をするこ
とで、環境の変化を和らげることが出来
ている。

51

毎年年賀状や暑中見舞いをご家族様宛に
書いてもらっている。書けない方も、何
かしらの筆跡を取り入れたり、お話され
たことを代筆させて頂く。携帯電話をお
持ちの方はご自分で管理され、ご家族と
連絡を自由に取り合って頂いている。

52 19

定時全室換気をおこない、湿度室温を
チェックしている。各部屋のドアやホー
ルなどには、季節の飾りつけをおこな
い、四季を感じて頂く工夫をしている。
日照が良い日は室内が眩しくならないよ
う、ロールスクリーンで調整している。
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○

○

○

○

○

○

○

○

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目（　　グループホーム2階　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない



○

○

○

○

○

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない



（様式２）

事業所名 グループホームひまわり

作成日

【目標達成計画】

1 19

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

コロナ以降、大勢にな
る事を控え、行事や食
事会などにご家族様を
お呼びできずにいる。

ご家族様にも、何かし
らの行事に参加して頂
ける機会をつくり、一
緒に楽しんで頂く。

お誕生日会を、今以上に催
しを工夫し、主役となる方
のご家族様をお呼びし、お
祝いの場を一緒に楽しんで
頂く。ケーキなども一緒に
召し上がっていただく。

2か月

２  目標達成計画

令和6年12月28日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


